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芦屋川

　 都市計画
マスタープラン

都市環境形成
「花と緑の都市環
境の推進・統一感
と魅力ある都市景
観の形成」

文化の保全・育成
「歴史的・文化的
資源の保全とネッ
トワークの形成」

参画と協働
「市民に対する
説明責任と行政
の透明性，パー
トナーシップの
構築」

ユニバーサルデ
ザインのまちづ
くり
「安全で快適な
都市基盤整備の
推進」

芦屋ブランドの再構築を
図る活力あるまちづくり

①真に快適で高質な都
　市空間の形成
②芦屋庭園都市宣言の
　実現による人と自然
　の共生
③歴史・文化資源を生
　かした成熟都市の形
　成
④すべての人に優しい
　まちづくり
⑤市民とともに進める
　まちづくり
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●まちづくりのテーマ

①成熟都市にふさわしい市民文化に根ざしたまちづくり

②快適で安心できる都市空間の形成

③自然環境の保全と芦屋庭園都市宣言の推進

④魅力ある高質な都市空間の形成

⑤すべての人に優しいユニバーサルデザインのまちづくり

⑥市民と行政との協働による芦屋らしいまちづくり

　本市は，緑豊かな高質な都市空間を実現し，人にも環境にも優しく，文化を育む

活力ある国際文化住宅都市を目指します。

●まちづくりの３つの方向

「美美」― 緑豊かな自然と調和した美しく快適なまちづくり

「快」― 人にも環境にも優しい，住みよいまちづくり

「悠」― 優れた市民文化が息づく，成熟したまちづくり

●まちづくりの施策的目標

芦屋国際文化
住宅都市建設法

 
美，快，悠のまち　芦屋
び かい ゆう

都市づくりの理念と将来都市像都市づくりの理念と将来都市像都市づくりの理念と将来都市像



ＪＲ芦屋駅周辺

　都市計画法は，昭和43年６月，健康で文化的な都市生活及び機能的な都市活動の

確保並びに適正な制限による合理的な土地利用を図ることを基本理念とし，都市の健

全な発展と秩序ある整備を図ることを目的として制定されました。

　また，同法18条の２では，市町村が地域固有の自然，歴史，文化，暮らし，産業

等の地域特性を踏まえて，各々のまちづくりの課題に対応した独自の整備方針を，市

民参画の下に，まちづくりの基本方針として策定するよう定められています。

　これに基づき，地域の特性に応じた身近な都市空間の形成を市民の手で行うまちづ

くりを進めるために都市計画マスタープランを定めるものです。

　本市は，「芦屋国際文化住宅都市建設法」の理念を基調とした「第３

次芦屋市総合計画」を策定し，市民と行政の協働の下に，個性豊かで都

市的魅力にあふれたまちづくりを目指し，これまで一貫して「知性と気

品に輝く活力ある国際文化住宅都市」を目標にまちづくりを進めてきま

した。第４次芦屋市総合計画では，このような流れを継承しつつ，市民

一人ひとりが芦屋に暮らすことに誇りと愛着を持ち，まちの魅力を高め

るために，目指すべきまちの姿を市民が考え，行政がその実現に向けた

方策を考える方法で市民と行政の協働による計画づくりを推進していま

す。

　近年，時代の潮流は大きく変化し，少子高齢社会の到来とユニバーサ

ルデザインのまちづくり，地球規模の自然環境との共生，ライフスタイ

ルの多様化など対応すべき課題は山積しています。適切な社会資本の維

持管理を検討していく必要もあります。

　これらを踏まえて，都市計画マスタープランでは，震災から復興した

新しい芦屋のまちづくりを広くアピールし，快適な住環境の中で多様な

ライフスタイルが営まれ，自然環境と人間社会，新しいものと古いもの

が共存しながらも調和して個性的な美を創り出すような，芦屋ブランド

の再構築を図る活力あるまちづくりを市民と協働で進めることを基本的

な考え方とします。

①　実現すべき具体的な都市の将来像を示します

②　土地利用規制や各種事業の都市計画決定，変更の指針とします

③　まちづくりにかかわる計画を取りまとめて調整を図ります

④　まちづくりの実践やサポートを，市民の参画と協働を得て進めます

⑤　市民による，きめ細かなまちづくりをバックアップします

都市計画マスタープランとは…都市計画マスタープランとは…都市計画マスタープランとは…

都市計画マスタープランの基本的な考え方都市計画マスタープランの基本的な考え方都市計画マスタープランの基本的な考え方



将来都市構造図将来都市構造図
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瀬戸内海国立公園六甲地域

　本市が目指す将来の都市構造を「都市拠

点」，「都市軸」，「有機的ネットワーク」

の３つの要素に分類し，それぞれの構成要

素の将来方向を設定します。「都市拠点」

は主要な都市機能を担う地区であり，「都

市軸」は市内の主要道路等，交流を支援す

る交通網によって表現することができます。

これらに加えて，市内各地域を有機的に結

び，多様な機能を発揮する「有機的ネット

ワーク」を形成することにより，高質な都

市空間の形成と活力の向上を図ります。

　また，都市将来像の実現に向け，「土地

利用の方針」，「自然環境保全及び都市環

境形成の方針」，「都市景観形成の方針」

などの8つの方針を定めて，芦屋らしさを

アピールする個性あふれるまちづくりに取

り組みます。

　「芦屋庭園都市宣言」に基づき，花と緑いっぱいの

「快適な生活環境と魅力ある都市景観」の創出による

「庭園都市」の実現を目指します。

①やまの緑ゾーン①やまの緑ゾーン

　北部地域の六甲山系の山並は，自然の生態系が育ま

　れる豊かな環境の中で，人々が身近に自然を感じる

　ことができる「やまの緑ゾーン」として位置付けま

　す。

②まちの緑ゾーン(ガーデン・シティ)②まちの緑ゾーン(ガーデン・シティ)

　山手地域から浜地域までの市街地は，市民の潤いあ

　る豊かな生活の舞台として，花と緑あふれる市街地

　形成を目指す「まちの緑ゾーン(ガーデン・シティ)」

　として位置付けます。

③海と緑のゾーン(マリーナ・パーク)③海と緑のゾーン(マリーナ・パーク)

　潮芦屋ビーチ（人工海浜），マリーナ，芦屋キャナ

　ルパークを有する浜地域南部から南芦屋浜地域を，

　水と緑に囲まれた潤いある活動空間を形成する「海

　と緑のゾーン(マリーナ・パーク)」として位置付け

　ます。

④水と緑のネットワーク④水と緑のネットワーク

　芦屋川及び宮川は，南北の緑地を結んで市街地に潤

　いを与え，本市の景観や緑の主軸となる「水と緑の

　ネットワーク」として位置付けます。

将来の都市構造将来の都市構造

庭園都市構造庭園都市構造
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●まちづくり方針図
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　地域別構想では，地域の市民ニーズや地域

特性に応じた具体的なまちづくりの方針を定

めるため，市域をいくつかの地域に分けて，

各地域の特性や課題を把握します。

　地域区分の考え方としては，①社会的圏域

(小学校区，町単位など)，②分断要素(鉄道や

道路，河川など)，③将来の開発動向(埋立地，

市街地開発事業など)などの要素を勘案します。

また国土利用計画や市街地整備基本計画など

における地域区分・地区区分を参考に，地域

ごとに特色あるまとまりとなるよう検討しま

した。

　本マスタープランでは，「南北に細長い地

理的形状」，「鉄道や道路などの東西方向の

分断要素」，「市街地拡大の経緯」などに着

目し，市域を東西方向に区切って，５つの地

域を設定しました。

●将来像

　北部地域では，今後も緑豊かな山林や，市

域を潤す河川や奥池などの恵まれた自然を保

護し育みます。また，山間部の良好な住宅地

の生活環境を保全します。さらに，人にも自

然にも優しい保養の場としての保全を図りま

す。

●テーマ

　あふれる緑の下，自然の息吹を感じる地域

●まちづくり目標

①豊かな自然環境の下，育まれてきた快適な

　住環境の維持・保全

②都市に潤いを与える優れた自然の恒久的保

　全

③人々の憩い，いやし，再生の場としての自

　然環境の保全

まちづくり方針まちづくり方針まちづくり方針

北部地域
まちづくり方針まちづくり方針

地域区分地域区分

地 域 別 構 想地 域 別 構 想地 域 別 構 想
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●まちづくり方針図
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●将来像

　山手地域では，良好な住宅地が形成されて

いる現在の生活環境を今後も守り育てるとと

もに，当地域に散在する歴史的資源や芦屋の

歴史をしのばせる古い街並みを残す地区を保

全することにより，市民がまちを自由に散策

する中で，まちの雰囲気を楽しみ，歴史や文

化に触れ，芦屋のまちの魅力を再発見できる

ような環境を創出します。

●テーマ

　快適環境の下，芦屋らしさを再発見する地域

●まちづくり目標

①人と自然が共生する，心豊かな暮らしと快

　適環境の育成

②歴史や文化と触れ合う，ゆとりの生活空間

　の創出

③すべての人に優しい歩行者ネットワークの

　形成

●将来像

　中央地域では，芦屋川と宮川の２つの河川

や街路の緑を生かして，潤いのある快適な居

住環境を形成するとともに，商業基盤を再生

してにぎわいのある魅力的な都市空間を形成

し，人々が活気や潤いの中を自由に歩き楽し

める，回遊性のあるまちづくりを目指します。

また，阪神・淡路大震災による被災の経験の

上に，安全で，かつすべての人が安心して快

適に暮らせる人に優しいまちづくりを実現し

ます。

●テーマ

　潤いとにぎわいの中で都市回遊を楽しむ地域

●まちづくり目標

①川を生かし，まちに緑と潤いをもたらすネ

　ットワークづくり

②人が集い，まちを楽しむ活気あふれる都市

　空間の再生

③人に優しく災害に強い，安心・快適なまち

　づくり

まちづくり方針

中央地域中央地域

まちづくり方針

山手地域
まちづくり方針まちづくり方針

まちづくり方針まちづくり方針
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●まちづくり方針図

Ｎ

0 100 200 400ｍ

低層住宅地の整備

公園・緑地等の整備

生活利便施設･住居利便施設立地の誘導

海浜回遊ゾーンの積極的活用

人工海浜の自然環境保全

マリーナコンプレックスの形成

高齢社会に対応した住宅地

商業・文化・交流施設等の立地誘導による
地域拠点づくり

浜地域へのアクセスルート(自動車)

水と緑豊かな歩行者空間の形成

浜地域へのアクセスルート(歩行者・自転車)
災害時の救援物資集積拠点の整備

中高層住宅地の整備
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●将来像

　浜地域では，公園・緑地の豊かな緑と宮川

の河川空間や芦屋川河口の自然環境を生かし

て，今後も潤いある住環境の保全・育成を図

ります。また，当地域に多く立地するスポー

ツ・レクリエーション施設や海辺空間の活用

により，各地域の市民間交流が実現する充実

したまちづくりを進めます。

●テーマ

　海と緑に恵まれた住環境の中，新しい交流文

化を育む地域

●まちづくり目標

①新・旧市街地の連携を図る，結節地域とし

　ての役割の強化

②地域を活性化させるスポーツ・レクリエー

　ションの交流拠点づくり

③海，川，緑の豊かな空間を生かした美しい

　街並みづくり

●将来像

　少子高齢社会の到来や価値観の多様化等，

21世紀の成熟型社会にふさわしい多世代が交

流・循環する活力あるまちづくりを目指し，

安全，安心で魅力ある「人間サイズのまちづ

くり」に取り組みます。また，自然環境に優

しく，国際色豊かなまちづくりを進めます。

●テーマ

　生活者の視点に立った多世代循環型の交流と

にぎわいのある地域

●まちづくり目標

①海と緑を取り入れたレクリエーション環境

　の創造

②人に優しく災害に強い新しいまちの創造

③環境に優しいライフスタイルを育むまちづ

　くり

まちづくり方針
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